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熱 帯 多 雨 林 沿 岸 部 の生 活

- 東スマ トラ,リアウ州の実例-

高 谷 好 一,* ァリス ･ポニマン**

TraditionalLifeandItsTransformationamongtheMelayu

PeopleontheEastCoastofSumatra

YoshikazuTAmYA*andAJisPoNIMAJl**

ThemainstayofhfebeforeWorldWar IIinthe

coastallowlandsoftropicalAsiawassago-washing

and丘shing.Theseactivitiescanstinbeseenina

limitedpartoftheeastcoastofSumatra.Khairaman-

dahisanoldvinagedatingbacktotheSultanatewhich

hassurvivedonsagoproduction.Despiteitsisohted

locationinthemidstofahugeswampforest,Ⅴ山age
lifeseemstohavebeenstable,evenaBluent,thanks

totheabundanceofsagoandforestproducts,for

whichusuallymarketdemandremainedgood.This

sagovillageis,however,now undergolngrapid
changeduetothesystematicexpansionofcoconut

plantations.

ま え が き

ここに述べるものは,昭和59年度,文部省

科学研究費海外学術調査 『熱帯島喚域におけ

る人の移動に関わる環境形成過程の研究』(代
表者 :前田成文)の調査結果の一部である｡

調査の全期間は4カ月であったが,本稿にか

*京都大学東南アジア研究センター ;TheCen-

terforSoutheastAsianStudies,KyotoUni-

verslty

** BAKOSURTANAL,Bogor,Indonesia

BekawanisatypicalMelayu丘shingviuage,located

nexttoKh血amandah.Theviuagestandsonstilts

erectedinshdlowwateroffamangrovefringe.The

sitewasformerlyoccupiedbyagroupofwanghzut,

butin1915aMelayumerchantbu批a丘shingcamp

thereandsoonitdevelopedintoav山age.Fishingfor

shrimps,whichweresoldinSingapore,wasthesole
activityandisstilldonetoday. ThearriVal of

Chinese-Indonesian丘shemenwith 1argernetshas

almostcompletelyforcedtheMehytJfrom their

originalplace.Theystilllivethere,butnowthey
workbrthenewcomers.

かわる現地調査は昭和59年12月5日から同16

日の12日間であった｡調査にあたったのは,

著者らふたりとリアウ (Riau)大学で水産学

を専攻する大学院生Sudiswanの3人である｡

調査地点に選んだインドラギリヒリール

県 (Kabupatenln血a如 H血)マ ンダ郡 (Ke-

C… bnMandah)は,マラッカ海峡に面した

海岸低湿地に位置 している (図 1)｡ 熱帯島

喚域は内陸部と沿岸部に分けると,その姿を

より明確にとらえられるが,ここは典型的な

沿岸部である｡ ごく最近,ココヤシが広がり

だしたが,それまでは大部分が湿地林で覆わ
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れていた｡そのうち,海岸線と感潮河川ぞい

はマングローブの世界である｡ 湿地林は過湿

図1 調査位置図

で海岸線は塩水浸入のために農業は行いにく

く,サゴ採取と漁業が生業の中心となってい

る｡ 以前は水上生活者であるオランラウトも

いた｡

マンダ郡には3万人弱の人たちが九つのデ

サ (desa)に分かれて住んでいる (図2)｡そ

れぞれのデサの人口と村の面積,ならびにサ

ゴ園面積は,表 1に示してある｡

表1 マンタの九つのデサの人口,面積,サ
ゴ面積 (郡役所の未発表資料より)

テ' サ 人 口 面 積 サゴ面積
(1984) km2 ha

Khairamandah 3,570 208.73 450

Ⅰgal 4,696 213.26 316

BakauAceh 3,104 176.96 141

Belaras 5,048 367.38 375

Bente 1,977 117.98 625

PulauCawan 617 36.30 20

Peladuk 2,747 172.43 515

BatangTumu 2,492 145.20 420

Bekawan 4,278 41.00 0

㌔ .～ ,-l千丈 十

一nlbliiu--''{鳶 : ' ' ;' '●

ト I Ji Jr⇒

琶国サゴ園 ?湿地林 ∈ヨマングローブ田 干潟 ■アサ役場所在集落

BT:BatangTumu,BA:BakauAceh,PL:Peladuk,IG:Igal,KM :Khairamandah,
BN:Bente, BL:Belaras, BK:Bekawan, cw :PulauCawan

図2 クチャマタンマンダ主要戟
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この報告では生業面で特徴的なふたつのデ

サを選んで,そのようすを記載する｡第 1は,

デサカイラマンダ (Khairamandah)である｡

これは湿地林中にあり,古 くからのサゴ生産

地である｡現在は,郡役所 (KantorCamat)

所在地で もある｡ 第 2は,デサブカワン

(Bekawan)である｡ これは海中につ くられ

た杭上家屋の漁村である｡

短い調査期間であったが,デサ長たちの全

面的な協力のおかげで,調査は能率よく進ん

だ｡昼はデサ長の助手の案内をえて作業現場

を歴訪した｡夜は毎夜遅くまで,デサ長の集

めてくれた古老や村民と話をした｡質問はそ

のほとんどすべてをAriSがしたが,漁業関

係の質問はSudiswanがした｡ここには,こ

うして見聞きした多雨林沿岸部の概況を報告

する｡

Ⅰ サゴを中心としたカイラマンダ

Ⅰ-1 カイラマンダの立地

カイラマンダに至る最も早い方法は,州都

パカンパル (PekanBaru)からレンガ ット

(Rengat)に小型機で飛び,そこから,乗合

スピードボートでインドラギリ(Indragiri)川

をインドラギリヒリールの県庁所在地, トゥ

ンビラハン (Tembilahan)に至 り,ここでス

ピードボートをチャーターして,カイラマン

ダに至る方法である (図1参照)｡ トゥンビ

ラハンからカイラマンダまではスピードボー

トで2時間である｡ トゥンビラハンーカイラ

マンダ間には週数回の定期便もあって,これ

だと12時間かかって行ける｡ トゥンビラハン

から行 く時は左手数百 m のところに,ずっ

とマングローブをみながら進む｡ 水の色が青

灰色になったり黒褐色になったりする｡ 黒褐

色のものは,マングローブ背後のピート湿地

から出てきた腐植質の水である｡ マングロー

ブを割って入る感潮河川は,どれもこれも,

その川口にこの黒褐色の水を吐きだしてい

る｡

こう した感潮河川 の ひ とつ,マ ンダ

(Mandah)川を上ってゆく (図 2参照)｡ マ

ンダ川は川口では1km以上の幅があるが,

数 km上ると,300m ぐらいになり,以後ず

っとこの川幅が続 く｡川水は黒褐色で,川岸

はびっしりとマングローブで覆われている｡

マングローブはすべて,タコ足様の根を張っ

た Rhizqphwaであ り,土地の人はバカウ

(bakau)といっている｡ それは樹齢のそろっ

た純林をなしていて,まるで植林をしたかの

ようである｡

川口から直線状に約 15kn 上ったところ

で,はじめて左手にひとつの集落がみえる｡

杭上家屋が軒をつらねて,マングローブの前

面 の 水 中 にた って い る｡ ス ンブ ア ン

(Sembuang)とい う中国系の人たちの集落で

ある (写真 1)｡ デサカイラマンダに属して

いて,全戸が商店である｡ ここで左折し,支

流に入る｡

幅 30m ぐらいの支流を約 300m入ると,

急に水面が広がり,そこが賑かな川港になっ

ている｡ここがカイラマンダ港である｡ 袋状

に広がった川港には長大な桟橋が延びてきて

いる (写真2)｡満潮時なら,港の最奥まで

舟で行けるが,干潮時には,この長い桟橋の

突端で舟をおりなければならない｡ちなみに,

ここでは干満の潮位差は約 2mである｡
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東南アジア研究 24巻3号

写真 2 カイラマンダ港を縦横する桟橋｡前方に
カイラマンダがわずかにみえる

図3はこのカイラマンダの川港周辺の地図

である｡ 川港に接 して商店,広場,郡役所な

どがある｡商店の半分は桟橋にそって水上に

たてられた杭上家屋である｡ 桟橋は広場から

川港を縦断して,まっすぐに約400m延びて

いる｡桟橋にそった20軒たらずの店は食堂,

雑貨店,食料品店である｡ これらはすべてム

ラユ (Melayu;マレー人)の店で,中国人の

店は1軒もない｡広場はサッカー場だといわ

れているが,サッカー試合にも,また,ほか

の用途にも利用していない｡満潮時には,そ

の一部に水があがってきて湿地状である｡

カイラマンダの地元民の家は,ココヤシ園

や湿地林の中に, 1戸または敷戸ずつで散在

している｡ これらの家はいずれも床下0.7m

ぐらいの杭上家屋で,屋根はニッパヤシで葺

いている｡家のまわりには垣根もないし,こ

れといった果樹もない｡

ト2 カイラマンダの歴史

いまのカイラマンダの町並みは昔からのも

のではない｡1910年代のカイラマンダは図4

に示したようなものであった｡同図は,1901

年この土地に生れた老人に描いてもらったも

のである｡当時,城砦 (benteng)とアミール

(amir;徴税官)館のあったあたりが,今 日

では川港のほぼ中心になっている｡ 図3と図
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図31984年時点でのカイラマンダの中枢部
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図 4 1910年代のカイラマンダ川港周辺の概念図

4を比較してみると,次のようなことがいえ

る｡

ィ.今日みる役所や公務員宿舎と,それを

とりまくココヤシ園は,1910年代には全 くな

い｡

ロ.1910年代の行政の中心としてはアミー

ルの館(砂があった.それは古い城砦@の隣に

あった｡

ハ.当時はマンダーイガル (Igal)を結ぶ運

河は存在していなかった｡

こ.1910年代当時,人々は現在の川港周辺

に衆居していて,そのまわりはサゴヤシ園に

なっていた｡

ホ.合流点にある中国人集落スンブアンは

当時から存在していた｡しかしそれは,現在

の集落の対岸に位置していた｡

古老たちによると,カイラマンダの歴史は

次のとおりである｡古くはここには城砦しか

なかった｡城砦には,リンガ (Lingga)のス

ルタンの義理の息子の トゥンクシャリド

(TengkuSyarid)が城主をしていた｡しかし,

オランダはここに支配を及ぼすようになる

と,この城主を追放し,アミール館を城砦の

側にたてて,初代アミールをそこに入れた｡

その後,このアミール館はほかのところに移

された｡それが現在の郡役所の地 (図3の8)

である｡いまでは旧アミール館と砦の位置は

マングローブに覆わ

れてしまい,ただ干

潮時にだけ,かつて

の城砦の煉瓦片がみ

える状態になってい

る｡

新しいアミール館

がつくられた時,イ

ガルへの交通路とし

てイガル運河が掘ら

れた｡それは掘削当

時は,ほんの1m幅

のものであったが,その後潮汐の作用で浸蝕

され,いまでは幅 20m をゆうに越すほどの

ものになっている｡

新しい運河が掘られ,アミールの新館がで

きると,古い集落はかわりだした｡1925年時

点になると,現在のデサ長宅 (図3中の4)

の近くに病院がつくられ,新アミール館のす

ぐ南に警察がつくられた｡城砦跡の北には造

船所(図3のg)がつくられた｡川港を隔てて,

造船所の対岸には学校 (e),監獄 (f)がつ く

られた｡広場の北,いま,商店の並んでいる

あたりには,過 2回のパサール (Pasar)がで

きた｡中国人のアヘンを売る店 (C)もできた｡

要するに,現在のカイラマンダの萌芽ができ

だしたのである｡

カイラマンダの中枢部は第2次大戦後に大

きく膨れあがった｡ しかし,それは古いもの

がそのまま発展拡張したものではない｡戦後

だけでも1957年と1975年に大火があって,そ

の配置も建物の形も大きくかわった｡大火の

たびに,古い宋居相のうちの何戸かがこの中

枢部に集まってきた｡かつて,川港をとりま

いていた,比較的まとまりのよかったサゴ集

落は,こうして徐々に消えていった｡一部は

中枢部に移転し,他の一部はココヤシ園開設

のために湿地林に散っていったのである｡
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Ⅰ-3 第2次大戦前のサゴ

いまではサゴの重要性はぐっと減った｡コ

コヤシが,サゴをおきかえる形で,急激に伸

びだしてきたからである｡ しかし,いまでも

まだサゴ採取は至るところでみられるし,特

にベンテ (Bente)などでは,サゴはまだ最重

要作物だといわれている｡

1930年代に入って動カサゴ粉砕機が導入さ

れるまでのサゴ生産は,それ以後のものとは

かなり違ったものだった｡サゴ洗いの方法そ

のものもさることながら,集落が違っていた｡

当時の集落はどれもこれもが,図4に示した

ように,30-50mの間隔をおいて1列にたっ

ていた｡どの家も表は川に面していて,そこ

に足の高さ3mはある高床の家をたてていた

のである｡ いまの家が多くは60-80cmの高

さの床であるのから比較すると,昔のものは

大変な高床だったということになる｡ こうし

た高い構造にしていたのは,虎の侵入を防ぐ

ためであったという｡ そして,各戸はその背

後にかならずサゴの洗い場をもっていた｡こ

れは前の川の水を引き入れた小さい池と,そ

の脇にとりつけた洗源用ネットからなってい

た｡そして,その背後の奥行 150mから200

mがサゴ園になっていた｡集落とサゴ園を

とりまくまわりは広大な湿地林であった｡1

戸だけで孤立したり,またサゴ園が遠くに離

れてあるというようなこともなかった｡人々

はみな,虎を大変恐れたからである｡

サゴ生産は次のとおりであった｡サゴは裏

のサゴ園から長さ1.2mぐらいの丸太にして

伐りだしてきて,それを洗った｡父と息子が

オロシ板で髄をすりおろすと,妻がそれを洗

うのである｡ 洗う方法はイモから澱粉をとる

のと同じである｡ 目の粗い布の上で髄をもみ

洗うと,繊維質だけがそこに残り,澱粉は通

過して下に沈澱する｡ 一家で1日に丸太2本

が処理できた｡ 1本の丸太からは,20-30kg
のヌレサゴがとれた｡週のうち5日ぐらいは
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こうしてサゴ洗いをした｡こうして生産した

サゴは自給用食糧であったと同時に売出しも

した｡

1930年代のはじめに動力粉砕機が導入され

ると,事情はおおいにかわった｡集落の中の

ひとりが機械を手に入れると,けっきょくは

彼のサゴ洗い場がその集落のサゴ工場になっ

た｡村人は重労働の手動のすりおろし作業を

嫌って,機械を使うことを望んだからである｡

一度粉砕してしまうと,量の増えた髄粉を自

分の洗い場に運ぶことは大変になる｡けっき

ょく,村人たちは機械の近くで洗液までして

しまいたくなる｡ こんなことが あって,ほと

んどの集落では,いわゆるサゴ工場が生れだ

写真3 サゴ園｡ここはすでに伐採跡で,やや空

いた感じ

写真4 サゴの洗い場
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した｡機械所有者が村はずれに機械を据え,

そのまわりに,10カ所前後の洗い場を建設し

て,機械の賃貸しを目的とした営業をはじめ

るようになったのである｡1984年の今日,な

お,この種の工場は,デサカイラマンダだけ

でも5カ所にみられる (写真3と4)｡

工場は基本的には機械を賃貸 しするのだ

が,それにはいろいろな方法がある｡ 私たち

の開いた範囲では次のようなものがある｡ も

しある人が粉砕機と洗い場の両方を借 りて作

業をすると,彼は製品の30%を工場主に支払

わねばならない｡もし粉砕機だけを借 りると,

25%を支払う｡別のケースでは,機械を借り,

なおかつ人を雇って作業をする場合がある｡

この場合だと,機械の使用料として工場に25

%,残りを実際の作業者と原木の所有者で折

半する｡ もしある人が丸太を工場にもちこみ

作業のすべてを工場にまかせると,工場と原

木所有者は製品を折半する｡

もっともしかし,このあたりのやり方は,

かならずLも簡単でないらしい｡いくつかの

工場には例のスンブアンの中国人の資本が入

っていて,そういうところではいわゆる工場

主は中国人商人の代理人でしかない｡こうい

う工場では,工場側がサゴの立木を買い,人

を雇ってそれを洗うことがある｡こうした場

合,立木はサゴ園で 1本1,500-2.000ルピア

(1984年価額)で買われる｡

ヌ レサ ゴはふつ うサ ゴル ンダン (sago

rendang)にまで加工されて保存 され,また

食べられる｡サゴルンダンとは,ジンタン状

の小球に煎りあげたサゴのことである｡ これ

のつくり方は以下のとおりである｡

まず,ヌレサゴはアヤ (ayak)と呼ばれる

フルイの上におかれる｡ このフルイはゴバン

目にはなっていないで,密に張られた縦のヒ

ゴのみでできている｡ アヤの上でヌレサゴを

かきまぜると,それは細かい粉状になって,

下に落ちる｡こうして,塊のない均質なサゴ

粉 をつ くるのであ る｡ 別 にプ ングラン

(pengulang)というものがある. これは畳 1

枚ぐらいの大きさの厚手の布で,ちょうどハ

ンモックのように四隅に紐をとおして天井か

らつるしてある｡ このプングランに先ほどの

ふるったサゴ粉をのせて,ふたりで前後に

4-5分もゆする｡ すると,サゴ粉は無数の小

球になる｡ こうして小球状になったものを先

のアヤに移し,アヤの枠をトントントントン

とたたくと,フルイをとおった小球が下に落

ちる｡ ここで,この小球をもう1度プングラ

ンの上にのせ,今度は強くゆする｡ 彼らにい

わせると,こうして小球を強くするのである｡

3-4分もゆすって,さらにもう1度アヤでと

おし,通過したものはそのまま,ござの上に

2-3晩放置する｡2-3晩のあと,これを大釜

でゆっくりと煎る｡20-30分,ヘラでかきま

ぜながら煎ると,サゴルンダンができる｡

カイラマンダでは役人と商人以外はいまで

もサゴが主食である｡ サゴルンダンは何の調

理もしないで,そのまま食べる｡ このジンタ

ン状の小球を何十粒も,パっと口に投げ入れ

て,グイと水で飲み下す｡サゴルンダンは極

めて堅いので,これを歯で噛み砕くことはま

ず不可能である｡ 副食としては,多くエビや

魚の煮物,揚げ物を食べる｡ それにカンクン

(Ipomeaaquatica), ワラビ (蕨), プチ ュ

(bucuk)というヤシの新芽などの煮物やスー

プも食べる｡

サゴ食者たちの食事はふつう1日2食であ

る｡朝は早くおきるが,お茶だけで済ます｡

第 1回目の食事は8時から10時ごろとる｡ こ

の時はサゴルンダンとオカズを食う｡ 第 2食

目は夕方5時から6時ごろである｡ 内容は第

1食と同じである｡ もっともしかし,戟後に

なって,米が多く出まわるようになってから

は,日に3食食べる人が多くなった｡米はサ

ゴに比して腹もちが悪いから, 1回多く食べ

るのであるという｡
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サゴルンダンは非常によい食糧だと彼らは

いう｡ 第一,携帯に便利で,おまけに料理し

ないで食べられるから,森や海に出かける時

は大変便利だという｡ また,腹もちがよい｡

彼らにいわせると,急場で腹の空いた時は水

だけ飲めばよい｡腹の中のサゴルンダンはそ

の水でもう1度膨張して,2-3時間なら,け

っこうそれでもつという｡

サゴはいつもサゴルンダンにばかりされる

わけではない｡時 にサ ゴルマ ック (sago

lemak)がつ くられる｡ これは小球を大釜で

煎る時,それが半分煎れたところで引きあげ

る｡そして,別途,鶏卵,ココヤシ ･ミルク,

塩の混合物を用意しておき,それに半煎りの

小球をしばらく浸したあと,もう1度煎りあ

げる｡これはオヤツとして,また時に,朝食

に食べられる｡鶏卵,ココヤシ･ミルクなど,

この地には元来ない材料を使用していること

からして,これは新来のものといわざるをえ

ない｡

サゴは自給だけのための作物ではない｡こ

こではサゴは商品作物である｡昔は1週に1

度スンプアンの中国系の商人がサゴを買い集

めにきた｡いまでも時々買いにくる｡彼らは

それを近在の町にそのまま売ったり,時に

自分たちでもう1度乾燥させてシンガポール

に輸出した｡

サゴの販売はいつも中国系の人たちにまか

せたわけではない｡地元民が独自に販売する

ことも少なくなかった｡この場合,最もよく

売りに出かけたのはトゥンビラハンやプラウ

キジャン (PulauKijang),クアラトゥンカル

(KualaTungkal)であった (図 1参照)｡ これ

らの地にはいずれもサゴはなく米が多い｡マ

ンダの人たちはここにサゴを運び,米や雑貨

を買ってきた｡ ふつう3人ぐらいが組んで,

5トンぐらいの帆舟で行く｡ プラウキジャン

までだと片道 1昼夜,クアラトゥンカルまで

だと1昼夜半で行ける｡ この帆舟利用は1982
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年まで続いたが,その後は動力船で行なって

いる｡ 第2次大戦前はシンガポールに直接出

すこともあった｡同じような大きさの舟で行

なったが,所要時間は風向きによってずいぶ

ん違った｡南風だと2日で行けたが,北風だ

と15日ぐらいもかかった｡帰りに買ってくる

ものは布地やシャツ,古着などだった｡

サゴの値が最も高く,かつ多く売れたのは,

第1次大戦中であったという｡マンダの人た

ちはこの時のサゴの高値の理由を次のごとく

説明している｡ 当時,フランスはドイツの砲

撃を防ぐためにサゴをつめた袋で壁塁を築い

た｡そのために大量のサゴを購入したのだと

いうのである｡

1930年代のはじめ動力粉砕機の導入で変化

したサゴ生産は,1935年,もう1度大きくか

わった｡ カイラマンダのパダン (Padang)逮

河ぞいに,中国系の商人のエンコキ (Engko

fG)が大サゴ工場を建設 したからである｡こ

れは1日に40-50本の丸太を処理する大きな

もので,多量の丸太を購入しだした｡工場は

立木1本を15ルピアで買った｡村人の多くは

立木を売った｡工場はまた1.2m長さに伐っ

た丸太を工場に運ぶと,運搬賃として1本に

つき30セントを支払った｡それで,多くの村

人は丸太運びで働いた｡けっきょく,村人は

自分たちでサゴを洗うことをやめ,自分の立

木を工場に売 り,それを運んで貨かせぎをす

ることにかわってしまったのである｡

この工場は,しかし,長くは続かなかった｡

いままでにない大規模操業の結果,カイラマ

ンダ周辺のサゴの成木は2年のうちになくな

ってしまったからである｡ エンコキはあっさ

りと工場を閉鎖してしまった｡あとには劣化

したサゴ園だけが残ることになった｡やがて,

数年のうちに第2次大戦が勃発し,中国人は

去り,サゴ販売もほとんどできない状態にな

った｡
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ト4 戦前のサゴ以外の生業

サゴ洗い以外で最も重要な仕事は魚とりで

あった｡中でも, トゴ (togok)とサラサラ

(sarasara)と投網が重要であった｡これら

はいまも重要である｡ トゴとは流れ下ってく

るエビを受け入れる大網である｡ 長さ数 m

の棒を川中に密にたて,その平面形が上流に

開いた漏斗形になるような垣をつくる｡そし

て,漏斗の末端には直径 1m,長さ数mの袋

状の網をとりつけておく｡こうしておくと,

引き潮の早い流れに垣にそって押し流された

エビや小魚が,袋の中に入りこんでくる｡引

き潮がもう終りに近づいた時,袋からエビを

とりだす｡

サラサラはエビ専門の特殊な漁法である｡

小舟の片方の舷には,サゴの葉で編んだアン

ベラをたてて,簡単な壁をつくっておく｡い

ま一方の舷には,サゴの葉をむしりとって軸

だけにした一種のブラシを,2本ぐらい船外

につきだしておく (図5参照)｡小舟を岸ぞ

0

図5 サラサラ漁の装備

いに進めて,このブラシで水面を逆なでして

ゆくと,驚いたエビが舟に向かって跳び跳ね

てくる｡跳ねあがったエビは,アンベラの壁

にさえぎられて舟の中に落ちる｡このサラサ

ラ漁はひとりで夜行う｡ エビは面白いほどと

れたが,危険な漁法でもあった｡しばしばワ

ニに出くわしたからである｡投網ももっぱら

エビとり用のものが多い｡

トゴ,サラサラ,投網が中心だが,エンパ

ン (empang)というのもある｡これは川岸に

できた小さい入江や支流の入口に箕を張って

おく方法である｡ 満潮期にそこに入りこんだ

エビや魚は,干潮になると逃げ場を失って,

とらえられる｡マンダ川の両岸などには,た

くさんこのしかけがつくられる｡ このほかに

釣りもある｡

漁具をもたない人は漁具をもつ人の助手に

なって働 く｡ この際,漁獲高の3分の2は漁

具の所有者に,3分の1は助手に,という具

合に分配される｡ 昼間はサゴ園で働き,夜に

なると,こうしてふたりで組をつくって魚と

りに出るのがふつうであった｡とれたエビは

自家消費する以外は,すべてスンブアンの中

国人の店にもっていった｡夜のサラサラ漁な

どのあとにも,まっすぐそれを店にもってい

った｡

ムラユの間で漁業についで重要だったもの

は造船であった｡カイラマンダにもイガルに

も造船所があった｡2-3トンの舟はもちろん

のこと,数十 トンの船もよくつくられた｡こ

うした船の龍骨にはルサ ック (resak;Shorea

glauca),舷の張板にはメランティ (meranti;
Pwashweaの類)を用いると決っていた.こ

れらの木は,プラドゥック (Peladuk)川の上

流から筏でおろしてきた｡舷を支える腕木に

は, マ ングローブの一種 で ある クダブ

(kedabu)を用いた｡

いわゆる森林物産はそれほど多 くなかっ

た｡それでもダマール (dam ar)やミニヤメ

ラ (minyakmerah)をよく集めた｡両者とも

樹脂で,舟の隙間の充填材や防水剤として,

造船所では多く用いた｡余分があると,スン

ブアンの商人に売った｡1930年代までは,バ

カウ (マングローブ)の皮も多くとった｡こ

の中に含まれているタンニンが,舟の帆の強

化剤として用いられた｡シンガポールからラ

ッカセイやココヤシの油が入るまでは,食用

油はスンタイ (Suntai;Palaquiumbwckii)油
だった｡スンタイの実を集めるために,よく
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湿地林に入った｡ここでは藤はあまり出なか

った｡そのかわ り,ア ッカール トヨ (血

toyok)やアッカールチナ (akarCina)をよく

とった｡これは港木の根で,これで縄などを

つくった｡これもまた,多くとれるとスンブ

アンの商人に売った｡

ところで,ここで,スンブアンのことを簡

単に触れておいたほうがよい｡先に述べたよ

うに,これはカイラマンダの川港-入る直前,

川港から約300m離れたマンダ川の本流に面

している｡ 一見,十敷戸ぐらいありそうにみ

えるが,実際には8戸しかない｡いくつもの

倉庫や物干し場があるから,大きくみえるの

である｡ 物干し場にはコプラやエビなどが干

してある｡店では食料や雑貨のほか,灯拍や

軽油の ドラムカンをいくつもおいている｡支

流をはさんで対岸には,中国式の廟をつくっ

ている｡

このスンプアン,1910年代にはすでに2-3

戸の集落として存在 していた (図4参照)0

当時から中国人自体はもう少し多くいたが,

多くはマングローブ伐出しのために,いわゆ

るパンロン(panglong;伐採)小屋をつ くっ

て,川岸に散居 していたのである｡それが

1947年ごろから,いまのように集居するよう

になった｡8戸はすべて広州出身者である｡

いまでも中国語を用いているが,ひとりの老

女を除くと,もう漢字の読み書きはできない｡

8戸はいずれも,数十 トンの船をもっていて,

ブララス (Belaras)を中継点にし,シンガ
ポールと杏な関係をもっているという｡

カイラマンダなどのムラユ集落は湿地林の

まっただ中にあり,サゴ生産を中心として生

活を支えている｡しかし,それはけっして自

給的な集落ではない｡上の中国系の人たちの

活動からも推察されるごとく,人々は余剰生

産するサゴや,その他の物産の販売を通じて,

外部世界によく通じている｡人口稀薄な湿地

林という生態環境が与える閉鎖した印象より
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は,実際には,この地域にははるかによく発

達した現金経済がある｡

Ⅰ-5 ココヤシの拡大

カイラマンダの役所区のまわりの広いココ

ヤシ園の中には,サゴの混じているものがあ

る｡ふつうのサゴ園中のサゴと違って,叢生

している吸枝をみな伐 り払っているから,こ

の種のサゴはその主茎のみが孤立して,まる

でココヤシのようにつったっている｡したが

って,うっかりしていると,まるで全体がコ

コヤシ園のようにみえる｡こうしたサゴは,

いまたっているものが1-2年のうちに伐 り倒

されると,もうサゴは絶滅してしまい,全体

がココヤシ園になる運命にある｡ これは,か

ってのサゴ園がココヤシ園にかえられてゆく

最終段階を示すものである｡

カイラマンダにはココヤシは1918年ごろ導

入されたという｡もっともそのころすでに,

海岸のプラウチャワン(PulauCawan)あたり

にはココヤシはかなり普及していて,苗木は

そこからもってこられたという｡カイラマン

ダでココヤシが目だって増えだしたのは,例

の中国人の大サゴ工場が閉鎖された1930年代

後半からである｡村人によると,このころ,

サゴに比 してココヤシの値は非常によかっ

た｡そして,戦後またココヤシの値があがり,

カイラマンダのココヤシもまた一段 と増え

た｡

ココヤシの導入は,カイラマンダの生態環

境も,集落パターンも,そして経済も,大き

くかえてしまった｡

村人たちがココヤシを植えたのは,サゴ園

背後の湿地林であった｡もっとも,湿地林は

そのままの状態ではココヤシに適さない｡一

度雨がふると30cmぐらいの深さの湛水が1

週間も続くここでは,根腐れがおこるからで

ある｡そこで,ココヤシを植えるに際して,

人々は湿地林の排水をはかった｡彼らが行な
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った方法は,川ぞいのサゴ園をつき切って,

幅 1m,深さ約 1.5mの溝を,川から湿地林に

向かって掘ったのである｡ こうすると湿地林

の水は干潮時に排水することができる｡この

排水溝掘削はサゴ園に思わぬ打撃を与えた｡

サゴ園の土壌水分もまた抜けてしまったので

ある｡ 本来が多湿地を好むのがサゴである｡

水分が不足すると,とたんに成長が悪 くなっ

た｡特に,ピー トの上にあったサゴ園の被害

は激烈であった｡地下水位の下がったピー ト

は乾燥 したオガクズのようにカサカサにな

り,サゴは急速に枯死することさえあった｡

こうして,ココヤシが儲かるとわかると,

共同作業による大規模なココヤシ園開設が行

われるようになった｡1940年ごろからである｡

たいていはひとりのリーダーを中心に十数人

が組をつ くり,共同して 1本の水路を掘 り,

各人はその水路ぞいに間口何 ドゥパ (depa;

1ドゥパは約 1.7m)かの地片をえたのであ

る｡ こうした水路 も川から直角に幅 1m,深

さ1.5mで掘 られたが,ふつうは1km以上,

時に2km以上の長さにも達 した｡

掘削者 たちはふつ うは, ひと りで間口

50-60ドゥパのものを入手 した｡ 誰 もが川に

近い,水路の入口を欲 しいと思った｡そこは

交通の便がよく,土壌そのものもピー ト分が

少なく上質だったからである｡ しかし,ふつ

うはそういうところは最年長者に与えられ,

以下,年齢順に若いものほど奥をとる,とい

うことで割 りあてが行われた｡この方法はマ

ンダではいまも生きている｡

こうした長い水路には潮汐が入りこみ,千

がてそれらは拡幅されていった｡最初 1m幅

で掘られた水路が,いまではどれもこれも十

数mから20mを越すものになり,その多 く

が賑かな交通路として使われている｡ それと

同時に,サゴ園の排水はますます進み,サゴ

園の劣化を導いた｡けっきょく,ココヤシの

導入は地域全体の排水を著 しく促進 し,全体

の景観は,湿ったサゴ湿地から,水路網の縦

横に走る乾いたココヤシ園地帯へ,という変

化をもたらしたのである｡

ココヤシの拡散は伝統的な集落パターンを

もかえることになった｡ココヤシ園の開設に

際しては,50-60cmに育った若苗を8mぐら

いの間隔で植える｡ ココヤシ園開設時の最大

の問題は,この新植苗の保護である｡ ココヤ

シ苗の芯にはタケノコのような軟質部があっ

て,これが野豚や猿の大好物になっている｡

若苗を獣害から守るために,人々は自分たち

の家を新開ココヤシ園の中央に移 した｡多く

の人々がココヤシ園を開くようになると,け

っきょくは川ぞいに比較的まとまった兼任形

態をとっていたかつての集落は,次々と消滅

し,かわって湿地林中のココヤシ園への散居

がはじまることになったのである｡

カイラマンダで村人に聞いてみると,平均

して彼らは,10年に1度家を移動させている｡

それは,ココヤシ園を新開するたびに,その

中央に家をたてかえるからである｡ ふつうコ

コヤシは,7-8年もすると実をつけだし,も
うあまり手がかからない｡こうなると,それ

に隣接する湿地林にまた新たなココヤシ園を

開き,そこに家を移すのである｡ こんな具合

だから,移動といっても,一般の焼畑民のよ

うに何kmも動 くのではない｡せいぜいが数

百 m動 くのである｡ 成木になったココヤシ

園の中には,赤貝の小さい貝塚がよくみられ

る｡ これらは,かつてそのココヤシが若かっ

たころ,そこに約10年間とどまった人が残し

た貝殻の山である｡

生活や経済の面でも大きくかわった｡かつ

ては食糧は自らが生産していた人たちが,コ

コヤシ中心になると,食糧を購入しなければ

ならなくなった｡第 2次大戦前は,原則とし

て,米は役人と商人の食糧と考えられていた｡

もちろん,一般のサゴ採取者も米を食べた｡

しかし,それは特別の機会に食べたにすぎな
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かった｡それが,戦後ココヤシが伸長すると,

一般民の米消費がはっきりと増大した｡1984

年の時点でみると,ベンテのようにサゴの比

較的よく残っているところでも,米とサゴの

消費量の割合は1:1ぐらいである｡ カイラ

マンダのような変化の激しいところだと,主

食中でサゴの占める比率は3分の1ぐらいに

なり,米がぐんと重要になった｡もっとも彼

らは,ココヤシの値の高い時にはより多く米

を食い,ココヤシの価が下がると,サゴに力

を入れ,サゴの比率があがるのである｡

ココヤシは殻つきのまま売りに出されるこ

とが多い｡しかし,コプラにして出されるこ

ともある｡ コプラづくりは,園内の極めて簡

単な乾燥小屋の中で行われる｡ コプラも殻つ

きのココヤシも, ともにクアラエノック

(KualaEnok)に送られる. このための集荷
と輸送は,例のスンブアンの中国人かKUD
(KantorUnlSanDesa)という村の協同組合が
行う｡協同組合はしかし,かならずLも生産

者に評価されているわけではない｡たしかに

高価に買ってくれるが,現金の支給が遅れる

といって嫌われる｡ そんなわけで,最近では

中国人を間に入れ,現金の回転を早くするよ

うな便法を講じたうえで,組合運営がなされ

ているという｡ 私にはこのあたりの内実の具

体的なことはわからないが,村人の生活が極

めて強く現金経済にまきこまれていることだ

けは理解できる｡

ト6 ココヤシの大拡張と最近のサゴ
ココヤシは戦後ずっと拡大を続けた｡そし

て,1970年代後半以後,その拡大はまた一段
とすさまじくなった｡政府の援助するココヤ

シ･プロジェクトが動きだしたからである｡

政府のプロジェクトだと,幅 1m,深さ2

mの幹線排水路が,ピート地帯を貫いて,

まっすぐに掘られる｡そして,その水路ぞい

が12パリス (bariS)ずつに均分されるO バリ
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スとはココヤシの植えられた列で,ふつうパ

リス間隔は5ドゥパ,すなわち約8mである｡

12パリスはしたがって,約100mになる｡ こ

の間口でもって,各人は奥行き約120ドゥパ,

すなわち約200mの範囲を占有する｡ 政府は

ここで各入植者に,各自の地片の中央に,幹

線排水路から直角に延びる小水路の掘削を指

導する｡こうして,櫛の歯状にできた排水路

でもって地域全体の地下水位を下げ,ココヤ

シを植え付けるのである｡ 水路掘削をして1

年もたつと,ピート地盤は少なくとも50cm,

場合によっては1m以上も沈下する｡こうし

て,ある程度の沈下が進行したあとに実際の

植付けを行う｡

政府プロジェクトでなく,個人で組を組ん

で行うココヤシ園開設もある｡ これも基本的

には政府プロジェクトの場合と同じである｡

規模も30数人がひと組をなすなど,大規模な

ものもある｡ デサ長に申請すると,土地は喪

料で入手できる｡占有に際して必要なものは

登記料だけである｡ ただ,個人の場合だと,

苗木の入手が難しい｡政府プロジェクトの場

合だと,安価な苗や,時に無料苗の入手が可

能である｡ しかし,個人だと高価な市販の苗

を購入しなければならない｡

1970年代のココヤシ園拡張は,それが政府

プロジェクトであっただけに,それ以前のも

のとは違って,入植者の顔ぶれも多様であっ

た｡政府がプロジェクトを公表して入植者を

つのったからである｡ マンダ以外の郡の人た

ちやジャワ人も入植した｡

1970年代後半におこったあまりにも急激な

ココヤシ拡張は,サゴに直接的な打撃を与え

た｡それ以前のココヤシ栽培とは,サゴ園を

保持しながら,サゴの外縁の湿地林にココヤ

シを植えてゆくというものであった｡しかし,

今度の場合は,サゴ園を積極的にココヤシ園

にかえる動きが出てきたのである｡先にカイ

ラマンダでココヤシとサゴの混植をみたが,



高谷,ポニマン:熱帯多雨林沿岸部の生活

それはこの例である｡ おかげで,サゴ面積は

急激に減少していった｡郡の園地担当官によ

ると,1979年にはまだ6,800haあったマン

ダ郡のサゴ面積は,1984年には2,800haに

減少してしまった｡

ベンテのようなところでは,いまだにサゴ

を大事にし,さかんにサゴを洗っている｡し

かし,多くのところでは,サゴ洗いを放棄す

るような現象が広がっている｡ カイラマンダ

やイガルでは,隣のガス (Gas)郡にサゴ丸

太を輸出する方式が定着しつつある｡ガスの

大きなサゴ工場からは,月に2回,船がサゴ

丸太を曳きにくる｡丸太を筏にして 1回にだ

いたい1,000本ぐらい曳いてゆく｡ 丸 1日半

でガスの工場につくという｡マンダと違って,

ガスにはサゴを大規模に処理する工場が最近

できたのである｡

ベンテの人たちがサゴは有利だという時に

あげる理由の最大のものは,その維持には人

手がかからないということである｡ サゴ園だ

と,たとえ5年,10年放置しておいても何と

いうことはない｡ところが,ココヤシ園だと

定期的に収種や除草をしなければならない｡

こんなわけで,たとえば,5-6年出かせぎに

ゆくような場合でも,サゴ園なら問題はない

が,ココヤシ園だと手放してゆかねばならず,

その不便があるというのである｡

サゴの重要性は最近,政府当局によっても

認められはじめた｡あまりに一方的にココヤ

シに頼るのは危険だというのである｡1981年

以降,州政府はサゴ育成計画を進めてきてい

る｡ 例の大工場のあるガスには85haを,そ

してマ ンダ郡ではバ カウアチ ェ (Bakau

Aceh)に25ha,プラドゥックに31ha,ブラ

ラスに25haのサゴ園を開設する計画をたて

た｡希望するものには1戸につきlhaの土

地を与え,開墾に際しては,55,000ルピアの

奨励金を与えて,サゴ園を開かせようという

ものである｡

この計画がどの程度の実績を収めたのかは

私は知らない｡しかし,近年のサゴの下落を

押し止めるほどの力はないようである｡ かつ

てのサゴ地域が,いまは政府のサゴ奨励政策

の適用を受けねばならないほどの事態にたち

至っているのである｡

ⅠⅠ 漁業を中心としたブカワン

ⅠLl 漁村ブカワンルアール

1984年のブカワンには内陸の集落もある｡

これは近年ココヤシ栽培のために入植者が住

みついたからである｡ しかし,本来のブカワ

ンは陸地と全 く無縁の干潟に位置 した漁業

集落である｡ この部分はブカワンルアール

(BekawanLuar)と呼ばれている｡1984年現

在でのブカワンルアールの概略図は図6に示

してある｡

漁村は干潟に刻みこまれた痔筋 (図6中の

①)にそって列状にたてられている｡ 建物は

いずれも高さ5mぐらいの杭の上にたてられ

た杭上家屋である｡ のちに少しく詳しく述べ

るが,この漁村は四つの部分からなっている｡

第1はムラユ漁民の集中区②,第2はその南

にあるオランラウト(Oranglaut)区③,第3

は近年つくられた行政,文教区(彰である｡濡

筋をはさんだ対岸は福建系の漁民区⑤になっ

ている｡集落より200mほど離れた海岸はマ

ングローブ⑧が一面に生い茂っている｡ そし

て,そこに感潮河川⑨が入りこんでおり,そ

の川口には最近完成したコプラ乾燥場⑩があ

る｡ 川は上流に至ると急に細くなり,湿地林

⑪に至る｡ この湿地林の中に,1960年以降広

がりだしたココヤシ地区⑫がある｡

カイラマンダーブカワンルアール間にはス

ピードボートはないので,漁船をチャーター

しなければならない｡船頭はブカワンのまわ

りに広がる広い干潟 (図2参照)が満潮時に

冠水するのを待って,マングローブの外縁に
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そって航行する｡ブ

カワンルアールに近

づくと,いったん少

し沖に出て滞筋に入

り,それをったって,

約 1.5kmをさかの

ぼ る｡ この 1.5kn

の間は,滞筋ぞいに

30mおきぐらいに

点々とニボンヤシの

ポールがたててあっ

て,滞筋の位置を明

示している｡

ムラユ区と福建人

区との間の水路は幅

約 40mである｡ そ

こには大小の舟がぎ

っしりつ まってい

る｡ その部分のよう

すは図7に示してあ

る｡ ムラユの家のベ

ランダや桟橋は,満

潮時だと水面より1

m ぐらい,干潮時

だと4m以上の高さ

になる｡ どこにも乗

船,下船用の施設な

どないから,適当な

杭につかまって,よ

じ登 らねばならな

い ｡

ムラユもオランラ
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⑲ コプラ乾燥場

⑪湿地林

⑲ 内陸ココヤシ地区

⑲ 干潟

図6 ブカワンルアールの概略図(1984年現在)

くつ てこ⊃ くこ⊃

亘 f 四所 耐 :._..;.I. ..オ ランラウ ト地区
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図7 ブカワンルアールのムラユ区北部と福建人区周辺(1984年現在)

ウトも中国人も,家

の構造は基本的には同じである｡どの家も入

口は桟橋に向かって大きく開いていて,背後

には物干し用のベランダをもっている｡ ムラ

ユ区ではその家の半数ぐらいが入口に商品を

並べている｡ 明らかに漁師の家だと思うとこ

ろにも,ちょっとした小間物がおいてあるか
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ら,ここは一見,場末の商店街のようにみえ

る｡オランラウト区には商品はおいていない｡

福建漁民区では桟橋にまでエビと魚が山盛り

にされていて,魚市場のようにみえる｡

デサブカワンの全容を概観するために,統

計をみておく｡ 以下のものは,デサの役所で
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写真5 ブカワンルアールの入口｡左がムラユ区,
右が福建人区

写真6 オランラウト区からムラユ区の方をみる

保存 されていた記録か ら転写 したものであ

る｡

1)人口 (1984年現在)

ブカワンルアール 194戸 1,173人

内陸の諸集落 563戸 4,340人

合計 757戸 5,513人

2)出身 (戸数による)

3)職業

ブギス

ムラユ

バンジャール

オランラウ ト

その他

農業

漁業

商業

森林産物採取業

教師

%0

5

5

3

7

5

1

1

1

約

人9

5
5

3

3

4

2
7

2

1

3

2

1

その他

合計

19

1,704

4)船

動力船 60隻

エンジンのない舟 148

今 日では内陸諸集落の人口が,もとからあ

る漁村ブカワンルアールのそれの3倍近 くと

いうほどに膨れあがっている｡ これは最近,

大挙 して入ってきたブギス移民によるもので

ある｡このことはのちにもう1度触れる｡ い

ずれにしても,漁村ブカワンルアールはムラ

ユとオランラウ トを中心とした空間である｡

一方,内陸にはブギスのココヤシ空間がある｡

Ⅰト2 ブカワンの歴史

ブカワンの歴史をはっきりさせ るために

は,その前史ともいうべきダンジョンダトゥ

(TanjungDatuk)のことを, まず述べておい

たほうがよい｡その次に,ブカワンルアール

の誕生と成長,そして最後に内陸の開発 とい

う具合に,順に追ってみてゆくとよい｡

デサ ブカ ワ ンの先代 デサ長 A.M.G.は

1914年生れ,博識で知られ,また呪術師とし

て畏敬されている｡ この人の話すブカワンル

アールの歴史は以下のごとくである｡

A.M.G.の父はパレンバンに住んで,カエ

アグン (KayuAgung)-パ レンバ ンー シンガ

ポールー トレンガヌ (Trengganu)交易に従事

していた (図 1参照)｡ カエアグンはパ レン

バンの上流にある有名な土器生産地である｡

彼 はここで土器製焼炉,サ ンバル (sambal;

七味)づ くり用の措鉢,それにニッパアタッ

プなどを積みこんでシンガポールに行 き,そ

れを現金にかえ,空船をマレー東岸の トレン

ガヌにまわし,また,そこで塩干魚を仕入れ

てパ レンバ ンに戻 るという仕事 をやってい

た｡

当時から,パ レンバン下流のムシ川川口に

はスンサ ン (Sungs肌g)という有名なエビの
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漁場があって,彼はいつもそこをとおってい

た｡一方,マンダの沖にはタンジョンダトゥ

という岬があって,そこの海底地形と水質が

スンサンによく似ていることを彼はよく知っ

ていた｡1915年,彼は友人5人と語らって,

このタンジョンダトゥにエビ漁場を開くこと

になるのである｡

6人の男は当時,タンジョンダトゥの近く

で最も栄えていたプリギラジャ(PerigiRaja)
にまず行った｡プリギラジャはインドラギリ

川の川口にあって,日ざすタンジョンダトゥ

の西南40kn1のところにある (図1参照)0

ここでパガン(bagan)建設用のニボンヤシや

トゴ用の竿,網,それに2カ月分の食程を購

入して,タンジョンダトゥに至った｡パガン

とは海中につくる一種の櫓である｡ 干潮時の

水深が2m ぐらいのところに,ニボンヤシの

柱を何本も打ちこんでつくる｡ 杭の上に広い

ステージをもっていて,そこに漁獲物が干せ

るようになっている｡また,その一角には,

寝おき用の小屋もつくる｡6人は2基のパガ

ン建設を1カ月で完了した｡それからすぐに

トゴをしかけた｡ここの トゴは,カイラマン

ダ周辺の川で用いられているものより,ひと

まわり大きい｡これについてはのちに詳述す

る｡

パガン建設後1年して,父は家族をパレン

バンから呼び寄せた｡A.M.G.は2歳だった

が,母に連れられてパガンに移った｡この時

何家族かが一緒にパガンに移った｡パガンの

生活は楽ではない｡飲水は大きなツボに雨水

を貯えたが,それが切れると,湿地林に舟を

漕ぎ入れて,補給してこなければならなかっ

た｡野菜は全 くなかった｡毎日,サゴとエビ

と魚ばかりを食った｡男たちは1年中ここに

とどまったが,女と子供は断食月をはさんで

3カ月はプリギラジャに上陸した｡

水あげの中心は圧倒的にエビだった｡これ

はパガンで干しあげて,プリギラジャのふた
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りの中国人の親方 (tauk6)に売った.売った

というより,パガン建設時につくった借金の

返済にあてた｡

やがて6人に倣って,パレンバンから別の

人たちがやってきてパガンをつくった｡その

うちマンダからもやってきた｡マンダ人のパ

ガンは2基できた｡こうして,1920年代中ご

ろには,タンジョンダトゥには10基ほどのパ

ガンが操業されることになった｡ こんな状態

が約10年ほど続いたのち,1928年になると,

はじめて,ふたりの日本人がシンガポールか

らやってきた｡彼らは台中丸とサクラ2号と

いう2隻の動力船でやってきて,生エビを買

っていった｡これは,タンジョンダトゥで生

エビが売れた最初のできごとである｡

1931年になるとオランダの布告が出た｡タ

ンジョンダトゥでとれたエビは1度かならず

プ リギ ラ ジ ャか ク ア ラマ ン ダ (Kuala

Mandah)に出荷 し,そこで許可をえたあと
でなければシンガポールに輸出してはならな

い,というものである｡ このころになると,

タンジョンダトゥでは一段とパガンの数が増

え,このあたり最大の漁場となった｡

そのころのプカワンルアールはまだ無人の

地だった｡時折,オランラウトの舟がもやう

ことはあったが,定置的な構造物は何ひとつ

なかった｡この地に最初の定住者が現れるの

は1931年である｡ この年,フックティチュ

(HukTeiChu)という中国人がプリギラジャ

から出てきて,はじめて1軒の杭上家屋をた

てた｡それは現在のムラユ区最北端にあるフ

ックティチュの家 (図 7のb)である｡この

家はのちにA.M.G.が購入して,同氏自身
がいまも住んでいる｡ この時,フックティナ

ュは家の近くにトゴをかけてエビをとると同

時に,季節的に訪れるオランラウトに砂糖や

米や菓子を売った｡

1934年になると,フックティチュの家の南

隣に,オランラウ トの首長のジャンタン
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Oantan)が家 (C)をたてた｡ここはいま,そ

の孫にあたる人が住んでいる｡ジャンタンの

家のまわりには,オランラウトの舟がいつも

多数もやうようになった｡このふたつの家は

大きなベランダをもっていて,その上でエビ

を乾かした｡

1936年,ブララスからムラユのムハマデイ

(Machmudi)がやってきて,ジャンタンの南

隣に家 (d)をたて,コーヒー店を開いた｡ム

ハマデイが出てくると,時を同じくして,多

くのムラユがやってきた｡主力はブララス出

身者であった｡しかし,このマンダ出身者た

ちはここに家をたてたわけではない｡ここか

ら2-3km も沖にパガンをたて,そこに住ん

でエビをとりはじめたのである｡パガンの数

はまたたく間に増え,1-2年の間にそれは20

を数えるに至った｡漁法はダンジョンダトゥ

の場合と全く同じトゴである｡ やがて,この

漁場はタンジョンダトゥを凌駕するほどにな

った｡そうした中で,1939年,カイラマンダ

にいるアミールのマハマ ドゼン (Machamad

Zen)が漁場の公式視察をした｡

以上がブカワンルアールの誕生と第2次大

戦直前までの状況である｡一方,内陸では,

1938年,ごく一部ながら,最初の開発がはじ

められた｡パレンバンから5-6家族がやって

きて, トウモロコシ,キャッサバ,水稲など

をつくったのである｡1940年代後半にはマン

ダの人たちが,ブカワン川ぞいに入って,か

ってパレンバンの入植者が行なったことを真

似 た｡ 1950年 に な る と, バ ンジ ャール

(BaI由r)の数家族が入植し,ココヤシと水稲

をつくった｡バンジャールの水稲作はマンダ

のそれより,はるかに上手だった｡

内陸に多くの人間が入植しだすのは1955年

からである｡ この時,クアラエノック,プラ

ウキジャンなど,リアウ州南部のブキス地区

から大勢のブギスが入植してきた｡一部は南

スラウェシから直接やってきたものもあっ

た｡彼らはもっぱらココヤシを栽培した｡か

くして,内陸には広大なココヤシ園が開かれ

ることになった｡

1960年ごろからは,パガン漁業もかわって

ゆく｡このころになると,動力船がようやく

一般的になってきた｡こうなると,人々はパ

ガンを放棄しはじめた｡苛酷極まりないパガ

ンの上の生活より,岸に近く家をたててそこ

に住み, トゴ-は動力船でかよってエビとり

をするほうが,よっぽど楽だからである｡ま

たたくうちに,桟橋はムハマデイの家 (d)か

ら南に延ばされ,それぞいに家がたち並びは

じめた｡

1970年ごろ,福建人区 (h)ができた｡やが

てしばらくすると,オランラウトの舟離れも

著しくなった｡1980年ごろから,ムラユ区の

桟橋はまた一段と南に延ばされ,そこにオラ

ンラウト区が誕生した｡

以上がブカワンの歴史のあらましである｡

ⅠⅠ-3 ブカワンルアールの伝統的漁法

福建漁民がやってくるまでのブカワンル

アールには,いろいろな漁法があった｡中で

もムラユの トゴとオランラウトのブラット

(belat)は,この地を代表する中心的な漁法

であった｡以下,村の老人たちの説明をもと

にそれらの漁法を羅列してみる｡

トゴはその概要をすでにカイラマンダのと

ころでも述べた｡要するに,吹流し状のネッ

トである｡ 図8にそのようすが示してある｡

入口は1辺 1-1.5ドゥパ (1.7-2.6m)の方形

で,長さが4-5ドゥパある｡入口に近い1ド

ゥパぐらいは3/4インチぐらいの目の網を用

い,それよりうしろは1/2インチの目のもの

になっている｡ 全体は尻すぼみになり,メガ

フォン状をしている｡ そして最後部には,う

んと目の細かい網が,その末端をしぼって袋

状にしてある｡ さて,これを,干潮時の水深

が2-3mのところに頑丈な柱で定置 してお
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き,潮にのって流れ

こんでくるエビを待

ち受けてつかまえる

のである｡

吹流し状の網の前

面には,流入するエ

ビを導入するための

細い棒の列がたてら

れる｡この棒の列は

ジャジャール Gajar)と呼ばれ,これには据

口2-3cm,3-4m長さで,まっすぐなランカ

ダイ (1angkadai)と呼ばれる木が用いられる｡

この木を,指3-4本間隔で,500-700本 1列

に並べてゆくのである｡こうすると,ジャジ

ヤールの長さは50mから100m ぐらいにな

る｡こういうジャジャールを連結して,いく組

もつくり,網が7張りから10張 りぐらい張る

ことができるようにする｡図8(b)に示した

ような具合である｡ うまく設置されたジャジ

ヤールは,潮の早い時には,ブルブルと震え

て,恐ろしいほどの音をたてる｡ するとエビ

は驚いて網のほうへ導かれるというのであ

る｡ ジャジャールはふつう半年に1度は修理

しなければならない｡カキがびっしりくっつ

いて,抵抗が大きくなりすぎるからである｡

早い潮流が下 り坂になってしばらくする

と,漁師はトゴの最末端に行き,袋の部分を

フックのついた竿でたぐり寄せて,舟に曳き

入れ,舟の中で結び目を解く｡ すると,その

口から舟底にエビが吐きだされる｡ こんなふ

うにトゴ漁は潮の流れに依存しているから,

いつでもやれるというものではない｡ふつう
は陰暦の12日から21日の間と,28日から5日

の間だけやる｡ そのほかの期間は,潮流が弱

すぎてエビがあまり流入しないからやらな

い｡

この トゴ,以前はパガンの近くに何十,何

首とつくられ,極めて普遍的な漁法であった｡

しかし,いまでは,あとに述べる福建漁民の
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ェビif<監
ジヤジヤール 網の部分

トゴ

(b )

図8 トゴの構造

ゴンバン(gonbang)に圧迫されて激減した｡

1984年時点では,ふたりのムラユが20張りと,

ひとりのオランラウトが7張り,計27張りが

残っているにすぎない｡ちなみにいうと,現

在の価格は, トゴの網部だけで1張り3万ル

ピアである｡

ムラユの間では, トゴについで刺網が重要

であった｡いろいろな種類があったが,中心

はエビのためのものであった｡最もよく用い

られたのは,ジャリンウダンGaringudang)
であった｡1/2インチ ･メッシュで,深さ方

向に50日,長さが100ヤー ドのものが多かっ

た｡マングローブに近い浅いところに張り,

ウダンクニン (udangku血g;黄エビ)を多

くとった｡沖合でよく用いたものは,2イン

チ ･メッシュ,深さ6ヤード,長さ30ヤード

の ものだ った｡ これでは ウダンテ ンゲ

(udangtengge)や ウ ダ ン ア ゴ ゴ (udang

agogo)がよくとれた｡この網には普通の魚

もかかった｡

刺網漁は多く夜中に行なったが,その方法

は,次のとおりであった｡午後2時ごろ,舟

を漕ぎだして漁場に行く｡2時間ぐらいで漁

場につくと,すぐに網を入れる｡ そこで夜の

10時ごろまで待ち,網をあげてエビをとる｡

そしてすぐまた,網を入れる｡ 2回目に入れ

た網は翌朝6時ごろあげる｡ これでこの日の

漁獲は終りである｡ 家に帰 りつくのは午前9

時ごろである｡それから網を洗い,食事をし

て休息に入る｡
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刺網もトゴと同じで, 1年中やれるわけで

はなく漁期がある｡ 西風の時には特にエビが

多くとれる｡風が西から北にかわると魚が多

く混じるようになる｡ 東風になるとエビも魚

も少なくなる｡ 南風の時は海が荒れて作業が

できない｡

トゴの潰減的な減少に対 して,刺網のほう

はどちらかというと健在である｡ しかし,エ

ビを主目的とした刺網というより,雑魚をと

るための刺網が増えてきた｡

オランラウトにとって圧倒的に重要な漁法

はブラットである｡ これは干潟でのみ行われ

る｡ 図9に示 したように,陸地に向かって開

舟

図9 ブラットの構造

いた格好で衝立状に網を張っておく｡ この衝

立状の部分をサヤップ (sayap)と呼ぶ｡翼と

いう意味である｡サヤ ップをつ くるには,

2-3mの間隔で杭を打ちこみ,それを支柱に

して,上下帽1mの網を張ってゆく｡ サヤッ

プの全長は片翼で 150mから250mぐらいで

ある｡ それが90度ぐらいの角度になるように

張ってある｡ ふたつのサヤップの要のところ

にジャンバール Gambar)が設けてある｡ こ

れは幅60cm,長さ4-5mの トユ状のもので,

藤で編んである｡

干潮が進み,ブラットで囲まれた部分の半

分ぐらいが顔を出すようになると,漁師は小

舟でジャンバールのところに行き,小舟にの

ったままで,ジャンバールに下がってくる獲

物を待つ｡エビとカニが大部分である｡ 干潮

が進むにしたがって,次から次へと入ってく

る｡ それを小さい手綱ですくって小舟に入れ

る｡ カニはすぐにその足を,持参した紐でし

ぼりつける｡こうして,干潮時の約 2時間を

すくい続ける｡

この漁法は干潮が昼間におこる時なら,い

つでも行える｡ 平均すると,月に20日間は稼

行できる｡このブラットも昔は漁李があった｡

伝統的なオランラウトの生活だと,彼らは北

風の季節だけこのブカワンにいたのである｡

西風 が吹 くと, もっ と西 の グ ン トゥン

(Guntung)川の川口に行き,南風の季節には

ずっと南のスンガイブラット(S皿gaiBelat)

やクアラエノックに移動していた｡したがっ

て季節性は顕著にあったわけである｡しかし,

現在のように家棲みになり,定着してからは,

その季節性は極めてあいまいなものとなっ

た｡いまでは特別な強風の時以外は,年中いつ
でもブカワンでブラット漁を行なっている｡

以上のほかにエリ,釣 り,ピントゥ(pintu),

ラワイ (rawai),トンカ (tongka)などがある｡

エリは他地域でみられるものと同じである｡

これはムラユの所有にかかる｡ 釣 りも別にか

わったことはない｡

ピントゥは,カニとり専門の用具である｡

スキーのス トックに似ていて,それよりひと

まわり大きい｡輪は直径 40cmぐらいで,2

m ぐらいの杖がついている｡ この輪に魚肉

をおいて水中に沈めておくと,カニが食いつ

いてくるので,それを引きあげてカニをつか

まえる｡ふつうはひとりの人間が小舟に乗 り,

これを30-50本用意 しておいて,水深 1-2m

のところに次々と刺 していく｡ 全部刺 し終え

た時,最初のところに戻ると小 1時間はたっ

ているから,それを引きあげる｡ これはムラ

ユもオランラウトもともに行う｡

ラワイは,細 くてよく携む1.5-2mぐらい

の棒の先に,直接カギ針をつけたものである｡

これを干潮時に干潟につったてておくと,捕
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潮時にやってきた魚がこれに食いつく｡ 干潮

時に行くと,棒の先に魚がぶら下がっている｡

これはムラユ もオランラウ トも両方とも行

う｡

トンカは,有明海にあるはね板と同じもの

である｡幅40cm,長さ1.8mぐらいの板で,

先がわずかにそりあがっており,構状をして

いる (写真 8)｡これに片膝を乗せ,ほかの

足で泥をけって素早く滑ってゆく｡いろいろ

なものをとるが,一番多くとるのは貝類であ

り,特に赤貝が多い｡干潮になって泥が現れ

ると,あちこちに,これで乗りだす｡昔は多

く大人がやったが,いまは子供がやることが

多い｡これはもっぱらオランラウトの漁法で

ある｡

いろいろな方法でいろいろの魚をとった

が,圧倒的に多くとったものはエビであった｡

昔は動力船がなく,生物は輸出できなかった

写真7 ムラユの所有するエリ

写真8 オランラウトの用いるトンカ
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ので,すべてを干しエビにして売りに出した｡

Ⅰト4 福建漁民の漁業

ムラユ区の対岸にいる15家族の福建系の漁

民は,いずれも1970年以降に,スラットパン

ジャン(SelatPznjang)やランサン(Rangsang)

から来た人たちである｡これらはブカワンか

ら百数十km北にあり,特にランサンはリア

ウ州屈指の中国人漁業基地である｡この15戸

はゴンバンによるエビとりを専業的に行なっ

ている｡

網横幅 :約10m
縦幅 :約 4m

図 10 ゴンバンの構造

ゴンバンの原理はトゴと同じである｡潮に

流されてくるエビを網で受けてつかまえる｡

ただ異なる点は,第1に,その規模がはるか

に大きいことである｡網の入口は,深さ4m,

幅 10m,長さは20m,といった規模である｡

第2に,プラスチックの浮子で浮かせ,海底

には重.りでアンカーするために,杭に頼るト

ゴは建設不可能なような深い沖合でも使用が

可能である｡

ゴンバンはふつう5-6bTl以上の沖にあり,

そこへ行 くには動力船で30分ぐらいはかか

る｡ふたりでひと組になった作業員は,ゴン

バン設置場所に来ると,すぐに作業にとりか

かる｡ ひとりが舵をとる｡ ゴンバンの尾のほ

うには近づいてはならない｡スクリューに網

をまきこむ危険があるからである｡ 入口のほ

うに船をまわすと,船の舶先にたった別の男

が,カギつきの竿で素早く中央の浮子を引っ

かけ,網をたぐり寄せる｡ すると,舵の男も
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写真9 操舵手とふたりでゴンバンの網を引きあ

げる

急いで網にかけ寄り,ふたりで力を合わせて,

重い網をたぐり寄せ,尾を船に引きあげると,

その結び目を解いて,エビを船内に吐きださ

せる (写真9)｡ひとつの網が終ると操舵手

は急いで舵に走り,船を急旋回させて,次の

網の入口につける｡すると,竿をもった男が

また素早く浮子を引っかけて,それをたぐり

寄せる,といった具合である｡

この作業は,潮の早さが,ちょうど適当に

なった時をみはからって行わねばならない｡

潮が早すぎると,網は流れに引っぼられて,

浮子があっても全体が水面下にもぐりこんで

しまい,その場所が確認できない｡また,流

れが緩すぎると今度は垂れ下がった尾部を引

きあげるのが大変である｡だから普通は,早

い流れが少し弱まりだし浮子がみえるように

なったころに,現場につき,作業にかかる｡

都合のよい作業時間帯はせいぜい1時間だと

いう｡ だから,この間に1隻の船で処理でき

る網の数は限られてくる｡ ふつう10張りから

15張りを1隻の船が受けもつ｡

10張 りから15張 りのゴンバ ンで 1回に
300-400kgの小雑魚まじりエビがとれる｡ こ
れは大急ぎで各自の家にもち帰られる｡福建

漁師の家ではすでにこのころ,どの家でも

4-5人のムラユかオランラウトが待ちかまえ

ており,船がつくと,その荷をあげて選別作

業をする｡大きなウダンアゴゴはそのまま氷

づめにされてタンジ ョンバライ (Tanjung

Balai)に直送される｡ そこからシンガポール

に送られるのである｡ そのほかのものはエビ

と魚に分けられる｡ エビはすぐに煮えたぎる

大鍋に入れられ,数分間茄でられる｡そして,

裏の大きなベランダに干される (写真10)0

写真 10 福建漁民のベランダ｡エビを干している

1日か2日で乾燥が終ると,今度はそれの

身と殻を分ける作業をする｡このためには,

エビをドンゴロスの米袋に3分の1ぐらい入

れ,男がそれを大きく振りまわして,太い丸

太にたたきつける｡ 何回か打ちつけたあとと

りだすと,殻がはずれている｡ それを今度は

箕とフルイを用いて分離する｡ こうしてムキ

エビをつくる｡15軒のうち何軒かはベランダ

の一隅に特別の乾燥室をもっている｡ ここで

はプロパンガスを燃やして熱風を送り,それ

で雨天にでも乾燥できるようにしている｡

魚のほうは,15cmぐらいより大きいもの

と,それより′トさい雑魚に分けられる｡ 大き

なものはそれを開いて干しあげる｡ 小さいほ

うにはそのまま多量の塩を混じて干す｡干し

たあとスラットパンジャンに送られ,そこで

タラシ (terasi;魚醤)につくられる｡

15戸の福建人集落には,いま360張りのゴ

ンバン用の網がある｡そのうち常時稼行して

いるのは3分の2ぐらいだという｡残りは修

理などのためにベランダに干されていたりす

る｡ ゴンバン操業には政府の許可がいり,政
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府が与える許可は漁師ひとりにつき10張 りま

でだという｡ しかし,実際にはそれを上まわ

って操業がなされている｡ 先にブカワンには

60隻の動力船のあることを記 したが,そのう

ち,18隻がゴンバン専用の船である｡ 仮に1

隻の船が平均13張 りのゴンバンを受けもつと

仮定 して船の数から計算すると,操業中のゴ

ンバ ンは約240張 りということになる｡ ちな

みに,この集落全体の水あげは,雑魚も入れ

て1日平均5トンだといわれている｡

1975年に現れたゴンバンはムラユ漁業に決

定的な影響を与えた｡小型の トゴ27張りと,

大型のゴンバン240張 りとでは,勝負になら

ない｡ムラユにいわせると,ゴンバンの数が

増えすぎたので,いまや刺網を張る場所も少

なくなったという｡ ゴンバンが出現 してから

は伝統的ムラユ漁業は潰減的な打撃を受けた

のである｡ ムラユにとってはゴンバンは高価

すぎる｡ゴンバン経営には網十数張 りと動力

船が必要だが,それはどんなに安 く見積って

も500万ルピアは必要である｡ いまでは,か

って漁業に出たムラユたちが福建漁師の家で

選別作業や乾燥作業の手伝いとして働 く姿

は,けっして稀なことではなくなった｡

Ⅰト5 最近の内陸の開発

図11に示 したものは,

1984年時点におけるブカ

ワン内陸部の水路網であ

る｡

最初の内陸開発が1938

年パレンバンからの移住

者によって行われたこと

は,すでに述べた｡この

時掘られたのがパリット

パ レンバン(ParitPalem-

bang)である｡ しか し,

このパレンバンからの入

植者は第2次大戦が終る
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と,全貞シンガポールに転出していった｡そ

して,戦後には今度はマンダの人たちがやっ

てきた｡その時彼らの掘ったのがパ リットム

ラユ (ParitMelayu)である｡そのあとバンジ

ヤールが入植 した｡しかし,本格的な内陸の

開発は,1955年のブギス (BugiS)の大量入植

のあとはじまっている｡ブギスの掘ったもの

は,1955年掘削のバラット(Barat)運河群,

1957年のティムール (Tim∬)運河群である｡

その後,パル (Ba川)運河群が1962年に掘 ら

れている｡ もっとも,ブギスはずっと以前か

ら,この内陸部のことは非常によく知ってい

たといわれる｡ 不法な交易などがみつかって

追われると, しょっちゅうこのあたりの感潮

河川に逃げこんでいたからだといわれる｡

ブカワンルアールからブカワン川にそって

遡行すると,最初はマングローブ帯である｡

しか し,1km も入ると湿地林になる｡湿地

林になると,とたんに東西の運河が現れ,そ

れぞいにココヤシが現れる｡多 くの水路は幅

4mから10m ぐらいの ものである｡ しばら

くココヤシ帯があったのち,さらにその奥に

は水田が現れる｡ココヤシと水田の境界あた

りはまだ感潮帯である｡ 春の大潮の時には仝

図11 1984年時点におけるブカワン内陸部の運河網
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面が30cm ぐらいの深さに冠水するといわれ

る｡

ココヤシは原則として8m間隔のゴバン臼

状に植えられている｡もしそこが少し低くて,

排水難が予想されると,ココヤシ4列に対し

て1本,ふつうのところだと6列に対して1

本の間隔で,幅 1m ぐらいの溝が掘られる｡

これらはすべて,図11の幹線水路に連絡して

いる｡この小水路は排水をねらったものだが,

それ以外に,収穫したココヤシの運搬にも用

いられる｡ ココヤシ2個ずつしぼり合わせて

組にしたものをここに浮かべ,それを筏状に

連結して,その全体を水路づたいにコプラ製

造小屋に曳いてくるのである｡

何人かのココヤシ栽培者はランカウ (lang-

kau),すなわちコプラ製造小屋をもっている｡

これは先に述べたように高床になっていて,

階下で火を焚き,階上につめたココヤシを乾

かすものである｡ここには2種類のランカウ

が ある｡ ブギスのランカウとムラユのランカ

ウであるO ブギスのものは一段と大型で,階

下が,その四周を板で閉じられていて,一見

2階だての家のようにみえる｡ブギスの場合,

この閉じられた土間に,燃料にするココヤシ

殻を規則正しく並べてゆく｡ちょうど椀を重

ねるように,ココヤシ殻を次々と重ねてゆき,

こうしてできたココヤシの列を,この土間の

一角から他の一角-,蛇腹状に並べてゆく｡

こうしておいて一端に火をつけると,火はコ

写真 11 内陸のココヤシ地区

コヤシひとつずつに,並べられたとおりに,

ゆっくり燃え移ってゆき,最終点のほかの一

端に至る｡ この間火力は常に一定し,余分な

煙がたったりもしない｡ムラユが無雑作に燃

料の山を燃やすのとは違って,ずいぶん注意

深い乾燥法である｡ ブギスの行うこの乾燥法

はマサ ックプティ (masakpu仙)といわれて

いる｡ コプラが白く上質にできあがるからで

ある｡これに対して,ムラユの方法はマサッ

クヒダム (masakI心tam),すなわち,黒いで

きあがりといわれている｡ブギスの入植はた

んに多数で入植したというだけでなく,新技

術で装備した入植でもあるわけである｡

一時,バラット運河群とティムール運河群

の接点に,ブギス人の経営するヤシ油工場が

開設された｡しかし,これはいまでは閉鎖さ

れている｡ ココヤシ園のランカウでつくられ

たコプラは,例のブカワン川口のコプラ乾燥

場に集められ,ここで再乾燥されたあと,ク

アラエノックの油工場に送りだされる｡

ちなみに,1984年のデサ統計でみると,農

業人口は1,349人,ココヤシ面積 8,302ha,

水田面積 309haである｡ これと別に トウモ

ロコシが 1,171haあるO この トウモロコシ

はト2年のうちにココヤシ園にかえられるは

ずのものである｡ ココヤシ園開設のための常

套手段で,森林伐開後 1-2年はココヤシ甫移

植までにトウモロコシをつくるのである｡こ

うしたトウモロコシ地も将来のココヤシ園と

いうことにしてみてみると,ココヤシ面積の

拡大は相当なものといわねばならない｡

ココヤシ栽培に不適な雑排水区では,稲作

が伸びている｡ 上記の309haの水田である｡

ここの稲作は,ブギスやバンジャールの入植

したスマ トラ低地なら,どこででもみられる｡

例の無耕起2回移植稲作である｡湿地の草を

大鎌で刈り倒しただけのところに大苗を植え

てゆく｡ 大苗をつ くるためには,最初は棚の

上の第1苗代で 10cm ぐらいの′ト苗を育て,
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それを本田内の第2苗代におろして十分に大

きくさせる｡大鎌で刈っただけの本田に,こ

の第2苗代の大苗を,植付け棒で植えるので

ある｡ブギス持参の在来稲もつくられるが,

いわゆる高収量品種稲がこの方法で広くつく

られている｡

東スマ トラ海岸低地で,過去20年ほどの間

に爆発的な勢いでその面積を拡張させてきた

ココヤシ･水稲複合が,いまこのプカワンの

内陸にも広がっている｡主体はブギスである｡

しかし,ムラユも,みようみまねで,それに

参画している｡ かつてサゴと漁業しかなかっ

たムラユたちの間に,ココヤシと稲が広がり

だしているのである｡

あ と が き

この調査では,熱帯多雨林沿岸部での伝統

的生業の変容を調べることが第1の目的であ

った｡それともうひとつ,いわゆるリアウム

ラユといわれる人たちの実態も知りたいと思

っていた｡ それらはどういう人種的グループ

で,どういう歴史的背景をもっているのか,

といったことも知りたかったのである｡ ふり

かえってみると,最初の目的は,何とか,部

分的にしろ果たせた｡ しかし,第2の問題に

関しては,けっきょくわからないうちに終っ

たといわねばならない｡

この失敗について少し触れておきたい｡私

たちはリアウ州のマラッカ海峡ぞいは,いわ

ゆるリアウムラユの本拠地だと想像 してい

た｡しかし,それがそもそも,みこみ違いで

あった｡主要な町や相は,その多くがブギス

やバンジャールのものだった｡彼らは本来ス

ラウェシャカリマンタンからの移住者で,ム

ラユではない｡かつてのムラユ居住区は,い

まやそのかなり大きな部分が,こういう外来

者に占居されてしまっているのである｡

調査に入って何日かしてから,マンダ郡が
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まだ外来者の侵入の少ない,いわゆる本来の

リアウムラユ地区であるという情報をえた｡

そこで,そこを訪れた｡しかし,実際そこに

行ってみると,これがまた私たちを混乱に陥

れた｡そこで猛烈な勢いで伸びているココヤ

シ栽培や中国人漁業をみて,混乱に陥ったと

いっているのではない｡そうではなくて,い

わゆるムラユといわれる人たちをみてみて,

あらためて,ムラユの実態がよけいにわから

なくなったのである｡

私たちの混乱の理由を知っていただくため

に,プカワンルアールに住む例のマジシャン,

A.M.G.の経歴を書いてみよう｡A.M.G.は

1914年,パレンバンで生れるが,1916年には

母とともに例のタンジョンダトゥのパガンに

移住している｡そして,12歳になると,ここ

を離れてシンガポールに出,船員になった｡

1930年,16歳で船長の免許をとると,すぐに

タンジョンピナン(TanjungPinang)の中国人
所有の船の船長になって,クアラエノックか

らシンガポールに生エビを輸送する仕事をし

ている｡1937年には16トンの船を自分で買っ

て独立した｡これは神戸でつくられた船で,

薪で走るものだった｡これでプリギラジャか

らシンガポールにエビを運んだ｡ポロ船で船

足が遅かったので,2トンのエビを運ぶのに

10トンの氷を用意しなければならなかった｡

プリギラジャにはトゴ漁の材料などを運ん

だ｡この仕事を8年した｡1945年,大型外洋

船の副船長の資格をえた｡それで,中国人所

有の大型貨物船の副船長になり,ジャカルタ

ーチモール航路を往復した｡1948年にはこれ

をやめ,ジャカルタで会社を開いた｡屑鉄を

回収して日本に売り,日本から釘やセメント

を購入する仕事であった｡1950年には会社を

たたんでオーストラリアに行き,そこで真珠

とりのダイバーになった｡これも1年でやめ,

再びシンガポールに戻って,近辺漁場に漁具

を売る仕事をした｡1957年,今度はスンバワ
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(Sumbawa)で漁業をはじめて,自分でそれ

をシンガポールに輸出した｡1960年,ブカワ

ン内陸のココヤシ栽培がさかんになると,こ

れに参加した｡この時は15人のムラユを集め,

自分が長になってパ リットメダン (Parit

Medaれ)を掘った｡この時,彼自身は3haの

ココヤシ園を開設した｡1970年には推されて,

デサブカワンのデサ長になり,1981年までそ

れを務めた｡いまでは別に決った仕事はなく

て,人に頼まれるとマジックで病気をなおし

たりしている｡

人々に典型的ムラユ漁村といわれてやって

きたのが,このプカワンルアールである｡し

かし,これはよく聞いてみると,実際には50-

60年の歴史しかない新集落であり,しかもそ

この住人はいわば多様な外来者の集合であ

る｡村での中心的な存在と自他ともに認める

A.M.G.が上に述べたような経歴である｡ 一

体,リアウムラユの村とは何なのだろうか｡

かつてのオランラウトの首長ジャンタンの

孫は,いまもジャンタンがつくった家に住ん

でいる｡この家は,いわゆるオランラウト区

とは離れていて,ムラユ区の中核部に位置し

ている｡ 孫にあたる人の生活は外見では,ム

ラユのそれと全くかわらない｡経歴をほじく

り返さなければ,彼はリアウムラユそのもの

である｡また別のひとり,オランラウトの中

で第 1の成功者Jは, トゴの持主であり,こ

れはムラユ的な基準からしても立派な漁師で

あり,その家 (図7のe)もムラユ区にある｡

ところで,このJも,ここに住むようになる

のは1983年からである｡それまでの約20年間,

貨物船の船員としてアラブ,アメリカ,オー

ストラリアなどをまわっていた｡彼がここに

一緒に住んでいる妻はアンボン (Ambon)人

で,ふたりの間には8人の子供がいる｡Jは

年もとってきたし,もうそろそろ陸上で落ち

ついてよいと考えたから,ここに帰ってきた

のである｡

現在のブカワンのデサ長は,上記の人たち

に比べると,より由緒正しいリアウムラユで

ある｡彼の曽祖父はオランダに追われてリン

ガ島からマンダに移ったのだという｡サゴで

生活していたが,父の代になってイガルに居

を定め,造船所をはじめた｡ 日本時代には日

本軍に接近して,300-400トンの木造船もつ

くった｡戦後はまたサゴに戻って,しばらく

沈滞していたが,1970年,ブカワン内陸部の

ココヤシ栽培に参加すべく,ここに移住して

きた｡そして,1981年からここのデサ長にな

っている｡同氏の職歴,家系からみると,よ

りムラユのイメージに適合しそうである｡し

かし,これも実際にはその容貌をみると裏切

られる｡ この家族は目が青く,すらりとした

長身で,明らかに西方の血が入っている｡

ついでにカイラマンダの現デサ長の経歴に

ついても触れておこう｡ サゴを中心としたカ

イラマンダは,漁村のブカワンよりもはるか

に閉鎖的,定着的なものであった｡そのカイ

ラマ ンダのデサ長の先祖_は ミナ ンカバウ

(Minangkabau)である｡ 4代前にミナンカバ

ウの高地からシンガポールに転出し,その次

の代にはマンダに移住,以後マンダに住みつ

いている｡ 妻もマンダの生れだが,この家系

はリンガ島の出である｡ バンカ (Bangka)良

で売られた中国人の女の子とリンガの男が結

婚したのが,妻の4代前の先祖である｡ この

家系も2代前にはマンダに住みついている｡

ところで,このデサ長,いまはカイラマンダ

に住みついているが,子供たちが学齢期の間

はトゥンビラハンに移住していた｡教育のた

めが主目的であったが,貿易にも従事したと

いう｡同氏の話によると,この時の貿易はシ

ンガポールにも足を伸ばす,かなり国際的な

ものであったらしい｡

こうしてみてみると,漁村のブカワンル

アールはもちろんのこと,サゴ村のカイラマ

ンダにおいてすら人の動きは激しく,しかも
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外部からの人の移入があったようである｡私

たちがリアウムラユとは何かをみつけようと

して成功しなかったことの原因は,どうやら,

こうしたことと関係しているらしい｡

マンダの沿岸部にはいま激しく外来者の到

来がある｡ブギス,バンジャール,ジャワ,

それに中国人等々｡ 人々はそれをムラユ地区

への外来者の到来としてとらえている｡ それ

もごく最近おこりだした現象とみている｡し

かし,ひょっとしたら,この考えは間違いな

のかもしれない｡こうした外来者の到来は大

昔からあったのかもしれない｡もしそうだと
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すると,ムラユとは一体何なのかということ

になる｡

ここでムラユの本質論を議論するつもりは

さらさらない｡そんなことのできる知識をも

ち合わせていない｡ただ,今回の調査で極め

て強く感じたことは,熱帯多雨林では想像を

絶した激しい人の動きと環境の形成があると

いうことである｡世界史に登場する香料や南

海物産は,こういう舞台で産出されたのに違

いない｡折があったら,熱帯多雨林 ･ムラユ ･

南海物産 ･世界経済という関係を歴史的にみ

てみたい｡


